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新潟県立
近代美術館

駐車場無料あり（165台）

ハイブ長岡ハイブ長岡
リリックホールリリックホール

リバーサイド千秋リバーサイド千秋

万代島
美術館

新津
美術館

新潟市
美術館

近代
美術館

NIIGA
TA

アートリ
ンクとは

新潟のアートシーンをもっと面白く、もっと元気に。

10：00-18：00（観覧券の販売は17：30まで）
〒950-0078　新潟市中央区万代島5-1（朱鷺メッセ内万代島ビル5F）
TEL 025-290-6655　FAX 025-249-7577
https://banbi.pref.niigata.lg.jp/

9：30-18：00（観覧券の販売は17：30まで）
〒951-8556　新潟市中央区西大畑町5191-9
TEL 025-223-1622　FAX 025-228-3051
http://www.ncam.jp/

【Ａ】 ［B1萬代橋ライン(BRT)など」乗車約10分→「古町」下車→徒歩12分（約860ｍ）
 ※最も便数が多いです
 ※古町から［C6八千代橋線］または［C5西堀通線］入船営業所行きにも乗り継ぎできます
【Ｂ】 [C6八千代橋線]乗車時間約16分→バス停「西堀通八番町」下車→徒歩5分
【Ｃ】 ［観光循環バス・朱鷺メッセ先回りまたは白山公園先回り］乗車時間約30分→
 バス停「新潟市美術館入口」下車→徒歩3分　
 ※一日各7～8便（夏季7月25日～8月31日は1日13便）
タクシー：約10分

【1】 ［高速道路］日本海東北自動車道　新潟亀田ICを降り、柳都大橋経由で約20分
【2】 国道8号線（新潟バイパス）紫竹山ICを降り、柳都大橋経由で約15分

交通のご案内
■新潟駅万代口から

■自動車

バス：大手口8番乗り場より中央循環バス「くるりん」内回りで「県立近代美術館」下車(乗車約20分)
タクシー：約15分

【1】 高速道：関越自動車道長岡I.Cより、国道8号線を新潟方面に向かい蓮潟交差点で右折
【2】 一般道：柏崎方面より…国道8号線長岡大橋手前の蓮潟交差点を右折
 新潟方面より…国道8号線長岡大橋を渡り、すぐ左折進入路を入る

交通のご案内
■新幹線・在来線：JR長岡駅下車
■JR長岡駅から

■自動車

タクシー：約8分　徒歩：約25分　バス：約15分［万代口バスターミナルより「佐渡汽船」行き（3番線）・
観光循環バス（2番線）に乗車、「朱鷺メッセ」下車

高速道路 北陸道（新潟西I.C.）／磐越道（新潟中央I.C.）／日東道（新潟亀田I.C.）から一般道へ。
新潟バイパス・亀田バイパスを紫竹山I.C.で降り、栗ノ木バイパスを新潟西港方面へ。

【1】 朱鷺メッセ駐車場（A～E　※Cは思いやり駐車場）：1時間まで無料（1時間経過後、100円／30分）　
 TEL 025-246-8400
【2】 万代島ビル内駐車場（1F、M2F）：100円／20分
 TEL 025-249-1044

交通のご案内
■新潟駅から

■新潟空港からタクシー約20分
■自動車

■駐車場

タクシー：約15分
バス：東口バス停から、秋葉区バス「新津駅西口行き」に乗車約25分、「美術館・植物園前」で
下車、徒歩すぐ。もしくは新潟交通バス「矢代田経由白根・潟東行き」に乗車約15分、
「新津美術館入口」で下車、徒歩約5分。

【1】磐越自動車道新津ICより約20分
【2】新津西スマートICより約15分（新津西スマートICは会津若松方面の出入りはできません）。 

交通のご案内
■JR古津駅から徒歩約25分。
■JR新津駅から

■JR矢代田駅からタクシー約5分。
■自動車

9：00-17：00（観覧券の販売は16：30まで）
〒940-2083　長岡市千秋3-278-14
TEL 0258-28-4111　FAX 0258-28-4115
https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/

10：00-17：00（観覧券の販売は16：30まで）
〒956-0846　新潟市秋葉区蒲ヶ沢109-1
TEL 0250-25-1300　FAX 0250-25-1303
http://www.city.niigata.lg.jp/nam/

そんな期待を込めて2012年よりスタートした美術館のネットワーク
「NIIGATAアートリンク」。県立美術館と新潟市立の美術館4館が手を取り合
って美術館を活性化。館を超えたさまざまな取り組みを通して美術館めぐり
がもっと楽しみになるヒントを提案していきます。
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